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ボンネットロックステーを解除し、各ブラケットのボールピボットに①ガスダンパー両端のピボットケースを押込んで取付けします。
  

１．全てのネジの締め忘れが無いかを確認します。
２．ボンネットを上下させ、スムーズに動くことを確認して下さい。
３．ボンネットを閉める際には、開閉角の６０％下げた状態で急
  激に押上げる力が低下する位置がありますので、この位置
  からボンネットを落下させて閉めて下さい。
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３ で外したフェンダーエッジラバーを左右とも復元します。□

ガスダンパーの取外し方法

    



1.  完成写真を参照し、３ で仮組みした③マウントブラケットＬＷＲ（ＬＨ）を仮止します。マウントブラケットと⑤バック
  プレートの間に車両フレームのリブを挟込み、ブラケットのもう一方の取付け箇所をリレーアンドフューズ・ブロックと
  車両フレームの間に差込み、純正ボルトを使用して共締めします。この時、図１を参照し、奥までしっかりと差し込んで
  ください。
 
２．図２を参照し、⑧プレート付きＭ６ナットを車両フレームの裏側に差込み、マウントブラケットＬＷＲ（ＬＨ）を⑦アプ
  セットボルトを使用し仮止めしてください。
  
３．各ボルトを規定トルクで本締めします。リレーアンドフューズ・ブロックと車両フレームに差し込んだ箇所がしっかりと
  奥まで差し込まれていることを再確認し、その後マウントブラケット全体を車体中央方向に引き、マウントブラケットと
  ⑤バックプレートの間に車両フレームのリブが奥まで入った状態で⑥フランジボルトを本締めします。次にリレーアンド
  フューズ・ブロックと車両フレームに差し込んだ箇所の本締めを行います。最後に図３の箇所の⑦アプセットボルトを本
  締めしてください。

      

マウントブラケットＬＷＲ（右側）を取り付けます。  

完成写真

１．図を参照し、３ で仮組みした④マウントブラケットＬＷＲ
 （ＲＨ）と ⑤バックプレートの間に車両フレームのリブを挟
  込みます。手前に引張り、ブラケットの奥までしっかりと
  リブを挟込んでください。 

２．④マウントブラケットのもう一方の取り付け箇所を矢印の箇所
  に⑦アプセットボルトを使用し取付けます。 

３．各ボルトを規定トルクで本締めします。
      

マウントブラケットＬＷＲを（ＬＨ）取付けます。        

③④マウントブラケットＬＷＲと⑤バックプレートを⑥フランジ
ボルトを使用して仮組みします。

＊以下装着手順は左側を示しています。右側も同様に作業して下さい。 

１．ボンネットを開けて、ボンネットロックステーをかけます。
２．ボンネットとボンネットヒンジを固定しているボルト２本の内、
  下側のボルトを完全に取外します。
３．②マウントブラケットＵＰＲの裏側に貼付してある両面テープ
  の剥離紙をあらかじめ剥がしておきます。
４．②マウントブラケットＵＰＲを２．で取外したボルトで軽く
  締込み、仮組みします。
５．ボンネット裏側の破線部分の油分、ヨゴレを中性洗剤の水溶液
  などを使用して洗浄脱脂します。
 

ボンネットとボンネットヒンジを固定している上側のボルトを緩め、
②マウントブラケットＵＰＲを挟込み、本締めします。

図１
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締付トルク ⑥Ｍ８フランジボルト １２Ｎ・ｍ  純正ボルト ５Ｎ・ｍ   ⑦Ｍ６アプセットボルト ５Ｎ・ｍ

締付トルク ⑥Ｍ８フランジボルト １２Ｎ・ｍ  ⑦Ｍ６アプセットボルト ５Ｎ・ｍ
締付トルク ２０～２６Ｎ・ｍ  

 フェンダーパネルに取付けされているフェンダーエッジラバーを左右とも取外します。
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